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本
市
で
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
公
園
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
の
整
備
指
針
を
令
和
五
年
二
月
に

策
定
し
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
西

山
公
園
、
長
岡
公
園
、
粟
生
畑
ケ
田

公
園
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
こ
れ
ら
３
公
園
で
様
々

な
特
長
を
備
え
て
お
り
、
車
い
す
で

も
利
用
し
や
す
い
水
の
み
場
や
手
洗

い
、
屋
根
の
あ
る
休
憩
施
設
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
遊
具
や
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
遊
べ
る
複
合
遊

具
、
３
連
ブ
ラ
ン
コ
や
、
四
季
が
感

じ
取
れ
る
芝
生
広
場
や
花
壇
な
ど
で
、

本
年
十
一
月
に
、
隣
接
す
る
「
健
幸

す
ぽ
っ
と
」
と
同
時
に
供
用
開
始
さ

れ
る
粟
生
畑
ケ
田
公
園
を
は
じ
め
、

順
次
供
用
開
始
予
定
で
す
。
市
民
に

と
っ
て
心
待
ち
な
公
園
で
す
が
、
整

備
に
あ
た
り
公
園
の
規
模
、
ト
イ
レ

や
駐
車
場
の
有
無
な
ど
、
各
地
域
の

課
題
を
聞
き
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。　

上
村
真
造
・
白
石
多
津
子

　　

６
月
議
会
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
等
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
事
業
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等

９
議
案
に
賛
成
し
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
40
回
記
念
「
若
葉
カ
ッ
プ
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
に
つ

い
て
歩
み
を
確
認
し
、
今
後
の
運
営

を
質
し
ま
し
た
。
市
長
よ
り
、
本
市

が
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
聖
地
で
、

若
葉
カ
ッ
プ
が
全
国
小
学
生
の
甲
子

園
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

本
市
農
業
政
策
に
つ
い
て
資
材
や

人
件
費
高
騰
の
中
、
農
産
物
価
格
形

成
に
つ
い
て
質
し
、
今
年
度
学
校
給

食
用
の
農
産
物
の
品
質
維
持
と
安
定

的
な
納
品
の
た
め
価
格
を
引
き
上
げ

た
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
そ
の
他
、

学
校
教
育
デ
ジ
タ
ル
化
を
質
し
、
リ

ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
最
適
な
組
み
合

わ
せ
で
価
値
創
造
的
な
学
び
の
推
進

を
行
う
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。　

　

今
後
、
都
市
基
盤
整
備
に
係
る
働

き
か
け
を
進
め
、
市
民
が
安
心
し
て

安
全
で
豊
か
に
な
る
暮
ら
し
の
実
現

の
た
め
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　

八
木
浩
・
中
小
路
貴
司

　　

「
通
学
路
の
交
通
安
全
に
関
し
て
」

か
ね
て
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
長

法
寺
小
学
校
前
の
交
差
点
に
つ
い
て
、

東
側
に
歩
行
者
溜
り
が
な
い
た
め
信

号
待
ち
の
児
童
が
交
差
点
付
近
に
溢

れ
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
歩
道
を
構
築
し
た
安
全
対
策

と
、
ま
た
馬
場
橋
に
つ
い
て
は
多
く

の
人
と
車
が
混
雑
す
る
大
変
危
険
な

状
態
で
あ
る
た
め
、
歩
道
を
設
置
し
、

人
と
車
を
分
離
す
る
こ
と
で
安
全
を

確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
本
年
３

月
に
我
が
平
成
会
派
よ
り
京
都
府
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

長
法
寺
小
学
校
前
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
に
お
い
て
府
道
拡
幅
に

か
か
る
設
計
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
市
も
交
差
す
る
市
道
の
設
計
に
今

年
度
よ
り
着
手
す
る
こ
と
、
ま
た
、

馬
場
橋
に
つ
い
て
も
必
要
な
予
算
措

置
を
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
必
要
な
対

策
を
執
っ
て
頂
け
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
加
え
て
、
「
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
位
置
付
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら

な
る
安
全
対
策
の
確
保
を
要
望
し
ま

し
た
。　
　

田
村
直
義
・
三
木
常
照

　　

当
初
予
算
の
万
博
関
連
予
算
５
０

０
万
円
の
内
訳
は
、
４
月
に
実
施
し

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
委
託
料
１
０

０
万
円
、
小
中
学
校
の
事
前
学
習
経

費
90
万
円
、
消
耗
品
費
３
１
０
万
円

と
の
こ
と
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
26
自
治
体
中

11
自
治
体
、
府
内
で
半
分
に
満
た
な

い
参
加
率
し
か
な
く
、
小
中
学
校
の

事
前
学
習
４
０
０
万
円
も
本
当
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
の
か
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
要
望
し
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
現
在
、
令
和
２
年
か
ら
令

和
11
年
ま
で
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
前
期
検
証
及
び
後
期
見
直
し
を
す

る
審
議
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
審
議
会
で
は
、
今
後
の
事
業
運
営

に
関
す
る
方
向
性
が
判
断
さ
れ
、
ひ

い
て
は
現
在
の
上
下
水
道
料
金
に
つ

い
て
の
検
証
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
天
然
ガ
ス
の
価
格
は
、
上

昇
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
電
気
料
金
が
上
が
り
、
動
力
費

の
更
な
る
増
加
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

今
後
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
、
慎
重

な
判
断
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

平
成
同
志
ク
ラ
ブ

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会



会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは６月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。
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令
和
６
年
６
月
定
例
会
で
は
市
税

に
関
す
る
条
例
や
都
市
計
画
税
に
関

す
る
条
例
、
空
き
家
対
策
に
関
す
る

条
例
な
ど
の
一
部
改
正
案
、
長
岡
第

四
小
学
校
再
整
備
工
事
請
負
契
約
の

変
更
、
１
億
６
１
９
４
万
６
千
円
を

追
加
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に

会
派
輝
は
賛
成
し
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
今
議
会
の
一
般
質
問
で
は

５
人
全
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
登
壇

順
に
冨
田
議
員
は
「
自
治
会
の
活
性

化
」
を
含
む
３
項
目
、
大
伴
議
員
は

「
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
を
含

む
４
項
目
、
進
藤
議
員
は
「
人
事
施

策
に
つ
い
て
」
を
含
む
３
項
目
、
宮

小
路
議
員
は
「
校
区
割
り
に
つ
い
て
」

を
含
む
２
項
目
、
干
場
議
員
は
「
認

知
症
施
策
」
を
含
む
２
項
目
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
民
の
意
見
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

引
き
続
き
会
派
輝
は
市
の
課
題
と

真
摯
に
向
き
合
い
、
輝
け
る
長
岡
京

市
を
次
世
代
へ
と
繋
ぐ
た
め
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

冨
田
達
也
・
進
藤
裕
之
・
大
伴
塁

　
　
　

宮
小
路
康
文
・
干
場
志
都
恵

　　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
含
む

専
決
処
分
報
告
及
び
議
案
に
対
し
、

熟
読
精
査
し
た
結
果
、
承
認
及
び
原

案
可
決
と
致
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

一
般
質
問
で
は
「
同
報
系
防
災
行

政
無
線
整
備
に
関
し
て
」
「
気
象
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
関
し
て
」
「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
し
て
」
「
長

岡
京
市
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間

見
直
し
」
「
成
長
期
の
子
ど
も
達
の

健
康
を
守
る
学
校
健
診
」
に
つ
い
て

５
つ
の
テ
ー
マ
で
質
問
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
と
し
て
「
聴
覚
補
助
機
器

等
の
積
極
的
な
活
用
へ
の
支
援
を
求

め
る
」
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
信

頼
性
の
高
い
情
報
連
携
体
制
の
構
築

へ
の
支
援
を
求
め
る
」
２
案
を
提
出

し
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
明
党
は
、
介
護
・
福
祉
・
子
育

て
・
地
域
の
安
全
・
災
害
時
対
応
の

強
化
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

課
題
を
議
会
で
取
り
上
げ
な
が
ら
、

市
民
生
活
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
に
寄
り
添
い
小
さ

な
声
に
耳
を
傾
け
、
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
長
岡
京
市
を
目
指
し
ま
す
。

　　

令
和
六
年
第
二
回
議
会
（
六
月
）

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予

算
の
ほ
か
、
長
岡
第
四
小
学
校
再
整

備
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
第
四
回
）

に
つ
い
て
や
、
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
条
例
・
都
市
計
画
税
条

例
・
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
の

議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。　
　

　

一
般
質
問
で
は
『
地
域
子
育
て
支

援
』
に
関
し
て
、
「
子
ど
も
の
居
場

所
・
交
流
の
充
実
」
に
お
け
る
現
状

の
取
組
と
課
題
や
、
本
市
の
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
今

後
「
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
」
や
「
休

日
議
会
」
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

議
員
政
策
研
究
会
の
テ
ー
マ
が
『

乳
幼
児
に
お
け
る
健
康
』
『
阪
急
長

岡
天
神
駅
周
辺
整
備
に
関
し
て
』
に

決
定
し
、
今
後
分
科
会
ご
と
に
、
調

査
・
研
究
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
長
岡
京

市
を
目
指
し
精
進
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　

冨
岡
浩
史
・
中
村
亮
太

　
学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
署
名　

１
万
２
８
９
筆
が
市
長
に
提
出　
　

　

一
般
質
問
で
署
名
へ
の
受
け
止
め

を
問
い
ま
し
た
。
市
長
は
「
一
つ
の

意
見
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

『
無
償
化
』
と
い
う
言
葉
は
好
き
で

は
な
い
。
す
べ
て
税
で
あ
り
誰
か
の

負
担
が
つ
い
て
回
る
」
等
と
述
べ
、

市
民
の
願
い
に
背
を
む
け
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
昨
年
度
３
割
の
自
治
体

が
完
全
無
償
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

万
博
へ
の
子
ど
も
派
遣
に
懸
念　
　

　

京
都
府
は
全
て
の
児
童
生
徒
に
万

博
の
入
場
券
を
配
布
し
ま
す
。　
　

　

し
か
し
会
場
の
夢
洲
は
廃
棄
物
処

分
場
等
で
あ
り
、
常
に
可
燃
性
ガ
ス

が
発
生
し
３
月
に
は
爆
発
事
故
も
起

こ
り
ま
し
た
。
夢
洲
へ
の
入
口
は
橋

と
ト
ン
ネ
ル
の
２
か
所
だ
け
で
、
災

害
時
の
避
難
も
困
難
で
す
。
熱
中
症

の
危
険
等
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
で
開
催
す
る
の

は
、
後
に
カ
ジ
ノ
を
含
む
開
発
を
計

画
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
安
全
上
の

問
題
が
未
解
決
で
あ
り
、
学
校
行
事

と
し
て
の
子
ど
も
の
派
遣
は
見
送
る

よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
（
住
）　

（
か
が
や
き
）

輝

れ
い

め
い

長
岡
京
黎
明
の
会

ま
い
し
ん


